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製
作

く
ず
れ
な
い
よ
う
に
結
ば
れ
た
大

綱
の
胴
の
部
分

綱
の
長
さ
の
木
の
パ
レ
ッ
ト
の
上
に
、
芯
綱
を
並
べ

て
い
く
。
芯
綱

一
巻
き
で
も
か
な
り
の
重
量
が
あ
る

た
め
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
う
。

L、

L

材
料

台
湾
か
ら
燻
蒸
処
理
し
て
輸
入
し
た
藁
縄

を
材
料
に
し
て
、
化
粧
綱

。
手
綱
は
作
ら

れ
る
。
そ
の
量
は
コ
ン
テ
ナ

一
台
分
に
も
な

フ（″。
藁縄 3本をひとつに

して小綱をつくる

:

ひと東 10キロ巻きの藁縄＝
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化粧綱を一巻き一巻き丁寧に巻いて、ユングイ

(木槌)で叩いて、強く引き締める。

３
．
３
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
、
本
綱
を
ロ
ー

プ
で
縛
り
、
さ
ら
に
工
事
用
の
針

金
で
結
束
す
る
。

」二が化粧綱、 下が手糸岡

ティーンナ (手綱)の取り付け 化粧綱よりも太い直

径 8センチの手綱を決められた間隔で取り付ける。綱の

上部で交差させ結び、ユングイで叩いて引き締める。

圏

完成したウーンナ (上)と ミーンナ (下 )

二 まゝ|■藤

ン    t


